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豊
か
に
語
り
合
う
保
育
者
た
ち

「
見
え
る
化
」で
育
つ

職
員
全
員
で
同
じ
方
向
を
向
き
、
い
つ
も
子
ど
も
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
た

保
育
を
し
て
い
る
世
田
谷
は
っ
と
保
育
園
。

そ
の
秘
訣
は
、「
見
え
る
化
」
に
あ
る
よ
う
で
す
。

vol.3

世田谷はっと保育園
（東京都）

取材・写真協力

0 〜 5 歳児まで約 150 名が通う、世田
谷区の認可保育所。2014 年開園。子ど
もも保育者も一人の人として尊重された
環境の中で暮らしている。

● 日頃から子どもの姿を
よく話し合い、共有する。

●「会議」の優先順位を高く。
全員が意見を出し、
話し合いに参加する。

● 自分たちの悩みや失敗を
積極的に共有していく。

世田谷はっと保育園の

育成ポイント

　

当
園
に
は
、
保
育
職
以
外
の
職
員
も

含
め
て
、
40
人
以
上
の
職
員
が
い
ま
す
。

「
全
員
で
同
じ
方
向
を
向
く
」
の
は
容
易

で
は
な
く
、
工
夫
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
必
要
な
の
は
、
や
は
り
「
話

し
合
い
」。
豊
か
に
語
り
合
う
保
育
者
た

ち
が
い
て
こ
そ
、
子
ど
も
を
第
一
と
し
た

保
育
が
で
き
る
の
で
す
。

　

大
事
に
し
て
い
る
の
は
、
誰
も
が
意

見
を
出
せ
る
雰
囲
気
づ
く
り
。
考
え
て

い
る
こ
と
や
抱
え
て
い
る
課
題
を
「
見

え
る
化
」
し
た
り
、
話
し
合
い
を
分
か

　

話
し
合
い
の
と
き
に
は
い
つ
も
付
箋

を
用
い
ま
す
。
議
題
は
事
前
に
共
有
さ

れ
、
全
員
が
付
箋
に
自
分
の
意
見
を
事

前
に
書
き
出
し
て
お
き
ま
す
。
会
議
で

は
そ
れ
を
元
に
し
て
話
し
合
う
の
で
、

付
箋
を
持
っ
て
い
る
全
員
が
発
言
を
す

る
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

り
や
す
く
記
録
し
た
り
す
る
こ
と
も
必

要
で
す
。

　

ま
た
、
園
運
営
の
肝
で
あ
る
中
堅
保

育
者
の
役
割
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、

中
堅
も
、
若
手
も
育
っ
て
い
く
と
感
じ

て
い
ま
す
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
な
ど
も
、

そ
れ
に
よ
り
「
子
ど
も
の
何
が
育
っ
た

か
」
を
見
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、

挑
戦
す
る
気
持
ち
を
育
み
ま
す
。
誰
も

が
「
見
て
分
か
る
」
育
成
環
境
づ
く
り

を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

新
人
の
意
見
も
付
箋
に
よ
っ
て
「
見

え
る
化
」
さ
れ
、
ス
ル
ー
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
先
輩
た
ち
が
付
箋
を
き
っ
か
け

に
意
見
を
交
わ
し
合
い
、
話
し
合
い
が

盛
り
上
が
っ
て
い
く
様
子
を
見
て
、「
話

し
合
い
へ
の
参
加
の
仕
方
」
を
学
ん
で

い
き
ま
す
。

育
ち
合
い
に
必
要
な
の
は「
見
え
る
化
」

意
見
や
議
論
を
共
有

付
箋
で
見
え
る
化
！

乳児会議の様子。「現状
の課題」について付箋を
出し合い、同じ意見をま
とめていく。全体の課題
が共有でき、また「多く
の人が課題だと考えてい
ること」も浮き彫りとな
るため、何から取り組む
かをみんなで話し合いや
すい。また、これがこの
まま、会議の議事録にも
なる。

午睡の時間に、乳児（0・1歳児）、2
歳児、幼児の会議を週1回開催。会
議があるときには、ほかのクラスの
保育者が保育のフォローに入り、該
当者全員が会議に参加できるように
している。それだけ、会議の優先度
が高いという共通認識があり、協力
し合って捻出した貴重な時間だから
こそ、有意義な話し合いをしようと
いう雰囲気も生まれていく。

POINT

みんなで協力し合って、
ノンコンタクトタイムを捻出！

http://www.gunesan.net

学研教育みらいさま～月刊誌「ほいくあっぷ」11 月号

 あれも、
 これも、

「見える化」！
　活発に意見が交わされる会議や、
子どもについての会話が絶えない
雰囲気づくりにつながっている

ポイントを紹介します。

vol.3
世田谷はっと保育園が

実践！

『ほいくあっぷ2022年11月号』
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「
カ
ミ
セ
ブ
ン
」
と
は
、
主
任
2
人
、

ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
5
人
を
合
わ
せ
た
7

人
の
こ
と
。
園
の
運
営
を
考
え
て
い
く

役
目
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
ミ
セ
ブ
ン
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
2
〜

4
人
の
育
成
を
担
当
。
給
食
の
調
理
担

当
職
員
も
含
め
た
全
職
員
が
神
セ
ブ
ン

の
下
に
つ
き
、
O
J
T
※
で
個
人
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
し
て
い
き
ま
す
。
同
じ
ク
ラ

ス
を
受
け
持
つ
先
輩
に
後
輩
育
成
を
す

べ
て
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
育
成
の
責

任
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
育
て
る
側

も
育
つ
側
も
「
ど
の
よ
う
に
育
つ
か
」

が
見
え
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

個
人
面
談
で
目
標
設
定
を
一
緒
に
考

え
る
の
も
カ
ミ
セ
ブ
ン
。
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

シ
ー
ト
を
用
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
や

目
標
達
成
へ
の
手
立
て
を
一
緒
に
考
え
て

　

国
が
示
す
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
要
件
が

は
っ
き
り
と
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
世

田
谷
は
っ
と
保
育
園
独
自
の
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
要
件
を
つ
く
り
始
め
た
カ
ミ
セ
ブ

ン
た
ち
。
月
に
一
度
集
ま
っ
て
、
ミ
ド
ル

リ
ー
ダ
ー
の
仕
事
と
は
何
か
を
明
確
化

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

園
全
体
の
キ
ャ
リ
ア
の
道
筋
が
明
確

に
な
り
、
後
輩
た
ち
が
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ

ー
を
目
指
し
や
す
く
な
る
だ
け
で
な
く
、

こ
の
作
業
自
体
が
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
自

身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。

い
き
ま
す
。
特
に
新
人
保
育
者
な
ど
は
、

や
っ
て
み
る
う
ち
に
個
性
や
得
意
分
野

が
見
え
て
く
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、「
も

っ
と
こ
っ
ち
の
面
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
ら

ど
う
か
」
と
、
年
度
途
中
で
も
柔
軟
に

目
標
や
プ
ロ
セ
ス
を
変
え
て
い
き
ま
す
。

﹁
カ
ミ
セ
ブ
ン
」が
作
る

育
ち
の
道
筋

2021年度
スキルアップシート

キ
ャ
リ
ア
を
見
え
る
化
！

園
を
支
え
る﹁
カ
ミ
セ
ブ
ン
﹂

カ
ミ
セ
ブ
ン
自
身
の

キ
ャ
リ
ア
も﹁
見
え
る
化
﹂

※
Ｏ
Ｊ
Ｔ
:O

n-the-Job Training

の
略
。
必
要
な
ス

キ
ル
を
、
上
司
や
先
輩
な
ど
の
担
当
者
が
実
務
を
通
し
て

教
え
て
い
く
方
法
の
こ
と
。

本人の希望やそれぞれのレベルに合わ
せて、スキルアップ項目を選び、目標
と達成方法を記入。これは４年目の職
員のスキルアップシート。年度途中で
変更した項目は赤字で示されている。

ミドルリーダーの仕事を「見
える化」。ここでも付箋が活
躍！　１枚の付箋に入れる情
報をシンプルにすることで、
より明確に整理されていく。

カミセブンはそれぞれ「マ
イスター」の称号をもち、
この分野については自分
の出番だという責任感を
もってそれぞれの分野を
追究している。

例えば食育マイスターは
食育のプロ。メニューを考
えて、栄養士と一緒に試
作してみることも。
主任はファシリテート役と
して、指導するというより
も、一緒にやる人材とし
て、それぞれの力を引き出
す役割を担う。

・乳児マイスター
・幼児マイスター
・子育て支援マイスター
・食育マイスター
・STEAMマイスター

POINT

カミセブンは
〇〇マイスターでもある

vol.3
世
田
谷
は
っ
と
保
育
園

『ほいくあっぷ2022年11月号』
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当
園
で
は
、
２
〜
５
歳
児
の
誕
生
会

の
内
容
を
、
そ
の
月
の
担
当
に
な
っ
た

５
歳
児
の
子
ど
も
た
ち
が
考
え
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
担
当
者
た
ち
で
２
〜
５

歳
児
の
各
ク
ラ
ス
を
回
り
、
合
計
４
回
、

誕
生
会
を
行
い
ま
す
。
誕
生
会
で
何
を

や
る
か
を
決
め
、作
っ
て
い
く
過
程
に
は
、

実
に
た
く
さ
ん
の
ド
ラ
マ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
担
当
は
２
度
回
っ
て
き
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
編
成
は
変
わ
ら
な
い
の
で
す

が
、
半
年
前
と
は
子
ど
も
た
ち
の
人
間

関
係
も
変
化
し
て
い
て
、
成
長
を
感
じ

る
こ
と
も
。
そ
の
成
長
を
読
み
取
り
、

語
り
合
う
こ
と
が
、
職
員
の
学
び
に
な

っ
て
い
ま
す
。

誕
生
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

葛
藤
や
失
敗
を
見
え
る
化
！

職
員
も
育
つ
！

5
歳
児
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

担
当
の
保
育
者
は
、
子
ど
も
た
ち
の

準
備
段
階
か
ら
の
取
り
組
み
を
丁
寧
に

記
録
に
残
し
ま
す
。
そ
し
て
、
誕
生
会

を
終
え
た
後
、
全
体
職
員
会
議
の
場
で

10
分
ほ
ど
に
ま
と
め
て
発
表
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
感
じ
た
エ
ピ
ソ

ー
ド
の
ほ
か
、
失
敗
し
て
つ
ま
ず
い
た

こ
と
、
悩
ん
だ
こ
と
、
そ
れ
で
も
し
っ
く

り
こ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
事
例
と
し

て
取
り
上
げ
、
最
後
に
全
体
に
向
け
て

「
み
な
さ
ん
だ
っ
た
ら
ど
う
思
い
ま
す

か
」と
問
い
か
け
る
の
が
通
例
。
す
る
と
、

「
自
分
だ
っ
た
ら
…
…
」
と
聞
い
て
い
た

職
員
か
ら
次
々
と
意
見
が
出
て
、
話
し

合
い
が
深
ま
る
の
で
す
。

　

誕
生
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
子
ど
も

に
と
っ
て
だ
け
で
は
な
く
、
職
員
に
と
っ

て
も
、「
失
敗
し
て
も
い
い
」「
失
敗
か

ら
学
ぶ
」
こ
と
を
実
践
で
き
る
学
び
の

機
会
で
あ
り
、「
迷
い
や
失
敗
も
共
有
で

き
る
」
風
通
し
の
良
い
雰
囲
気
づ
く
り

に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

全
体
会
議
で

葛
藤
や
失
敗
を
発
表

誕生会プロジェクトの概要メンバー構成◦５歳児 ４〜５人◦保育者３人（うち１人はカミセブン、１人は新人・若手で構成）活 動 内 容◦各クラスを回って、自分たちが考えた誕生会を開催する◦毎月１チームが担当し、計2回担当◦プロジェクト期間は１〜２か月

誕生会プロジェクトの相談をする
担当の 5 歳児たち。

POINT

プロジェクトチームの話し合いは、午睡の
時間に行います（当園では5歳児は午睡な
し）。そこには、チーム担当の保育者3人も
参加するため、ほかの保育者たちの協力が
必要不可欠。「お互い様」の関係性で時間
を調整しています。
2歳児の時からこの活動を見て育ち、大きな
あこがれと期待をもっている子どもたち。
保育者たちのこの姿勢により、「自分たち
のプロジェクト」が、より特別なものである
と感じ、さらに真剣に取り組んでいきます。

子どものやる気にこたえるため　手品をすることに決めた
チーム。「みんなを驚かせた
い」という気持ちで準備をし
てきた。4歳児クラスまでは
「おー！ すごい！」という反
応で大満足。しかし、5歳児
クラスでは……、どうやって
タネを明かしてやろうかとい
うことに夢中になるギャラリ
ー。タネを明かしてほしくな
かったのに、驚かせたかった
のに……と、「失敗だ」と思

う主催者たちの姿があっ
た。
　保育者は、そんな経験も
必要なのではないかと思う反
面、子どもたちが一生懸命
準備したことを「失敗だ」と
思わせてしまったことに、引
っかかりもあった。ここで保
育者として、どんな伝え方が
できたのか、もっと違うかか
わりができたのではないか、
と最後まで分からなかった。

こ ん な と こ ろ で 悩 み ま し

子どもたちには、失敗の経験
が必要です。大人が安心した
いためだけの成功を重ねるこ
とは、子どもの育ちにはならな
いと思っています。大人にとっ
ても、それは同じこと。子ども
と向き合う保育者たちこそ、た
くさん失敗し、またその失敗を
オープンにできる環境が大事
なのではないでしょうか。失敗
して、葛藤して、子どもも大人
も一緒に育っていけたらいいと
思います。

衞藤美樹子さん
園長

vol.3
世
田
谷
は
っ
と
保
育
園

『ほいくあっぷ2022年11月号』


